
札幌の将来の見通しと、市が戦略的に取り組むべきと考えているテーマ

まちに出回るお金が少なくなり、市民の
所得が減少する可能性があります。

人と人とのつながりが希薄になり、社会的
に孤立する人が増えると予想しています。

平成27年ごろをピークに、札幌市の人口は、
初めて減少に転じると予想しています。

食や観光の分野を
中心に、まちの新た
な魅力を創造。国
内外を視野に入れた
産業活動を活発に
し、強固な経済基盤
をつくります。

地域の福祉を担う
民生委員や福祉の
まち推進センターの
活動への支援を充
実。地域の高齢者な
どを複数の人で見守
る体制を整えます。

太陽光発電などの
次世代エネルギー
機器の普及に力を入
れるとともに、二酸化
炭素の排出が少な
い、公共交通機関の
利用を進めます。

私たちへの影響

産業・活力

まちの活力を高めるために
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8世帯に1世帯が
単身高齢者に

人口が減り始め、
まちの経済力が弱まる

65歳以上の一人暮らしの方の割合が、増加
し続けると見込んでいます。

暮らし・コミュニティ

誰もが安心して暮らすために

市民の環境意識が高まるとともに、脱原発
依存への機運が一層強まると考えています。

低炭素社会・
エネルギー転換

より環境に優しいまちにするために

皆さんのご意見が札幌の未来を形づくります

素案をお読みになり、
ご意見をお寄せください

意見の
提出方法

札幌市 まちづくり戦略ビジョン

7/16（火）から市役所10階政策企画部企画課、区役所などで
配布する素案をご覧の上、8/14（水）まで。ホームページでは、
7/16（火）から素案の閲覧と意見提出が可能です。

検索

私たちへの影響
今以上に、省エネルギーを意識した生活や
新エネルギーの導入が必要になります。

私たちに求められること

エネルギー政策の
見直しが必要
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単身高齢者世帯数
■市民が望む原子力発電の今後の在り方■札幌の人口の将来見通し ■一般世帯数に占める単身高齢者世帯数の割合
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内容の一部を

紹介

193
191

194

みんなで描く札幌の未来
まちづくり戦略ビジョンとは？

札幌市の今後10年間のまちづくりの基本となる指針で、市
の全てのまちづくり計画の最上位に位置します。2部構成にな
っており、目指すべき都市像などを示す「ビジョン編」が今年2
月に完成。現在は、市が優先・集中して実施する取り組みを
示す「戦略編」を策定中で、10月中の完成を目指しています。

まちづくり戦略ビジョンの素案にご意見を
市では、札幌のまちづくりの指針となる「まちづくり戦略ビジョン・戦略
編」の策定を進めています。このビジョンは、これからも札幌のまちが輝
き続けるために、市民の皆さんからの意見を取り入れながらつくり上げま
す。ぜひご意見をお寄せください。

このページに関するお問い合わせは、政策企画部企画課 211-2192
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※各項目ごとに四捨五入しているため、100％になりません

※

30年後

維持 拡大 分からない
（平成23年調査）
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